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体育振興・健康づくり対策特別委員会
平成２５年（２０１３年）６月２６日（水）
健康福祉部障害福祉課

滋賀県における障害者スポーツ施策について

１．現状と課題

○選手層の高齢化に伴い、県大会の参加者が減少傾向にあり、とりわけ若年層

の参加者が少ない。

○障害者がスポーツをする環境として、バリアフリーやユニバーサルデザイン

に配慮され、運営面や指導面等において工夫されている施設が、県立障害者福

祉センターなどに限られている。

○指導者の多くは、障害者自身か、日頃から障害者に直接関わる人であり、身

近な地域で障害者スポーツを指導・支援する体制が十分とは言えない。

､夢詞1illl抄

○障害のあるなしにかかわらず、身近な地域で気軽に活動できるためのきっか

けや場づくりなどの環境整備が必要。

○地域で楽しむスポーツから全国レベルの競技スポーツまで、それぞれの場

面、障害に配慮した指導・支援ができる指導者を養成・確保していくことが必

要。

(参考）滋賀県スポーツ推進計画

平成２５年３月に県教育委員会で策定した「滋賀県スポーツ推進計画」において、

障害者のスポーツへの参加機会の拡大を明記。今後、当計画に基づき、

ア地域における参加機会づくり

イ指導者の養成

ウ障害のある人のスポーツの啓発

エ学校教育活動との連携

を推進していく。

２．県の取り組み

（１）県による障害者スポーツ大会の開催

①滋賀県障害者スポーツ大会（県大会）

・対象競技は、

陸上、水泳、卓球、フライングディスク、アーチェリー、ボウリング、

サッカー、バスケットボール、ソフトボール、バレーボール

の１０競技。

・県大会は、全国障害者スポーツ大会の個人競技予選を兼ねており、成績優秀

者の中から次年度の全国大会出場者を選定する。

・滋賀県と滋賀県障害者スポーツ協会の共催。
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【参加者数の推移】

※平成２４年度、サッカー・バスケットボールｐソフトボールは２回大会を開催

②スペシャルスポ員ツカーニバル

・知的障害者（児）を対象とした県大会（運動会）であり、知的障害者（児）

相互の親睦と体力の向上を図るとともに、県民の知的障害者（児）に対する

理解と協力を深めることを目的とする。

・実施競技は、徒競走、玉入れ、800ｍ走、1500ｍ定、支部対抗リレー、ダンス

などがある。

・県内の知的障害者スポーツイベントとして、昭和５７年以来３０年以上の歴史

がある。

【参加者数の推移】
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（２）地域でつながるスポーツの輪推進事業（本年度新規事業）

より多くの障害者が身近な地域でスポーツができる環境づくりを進めるため、

体験型スポーツイベントを開催し、障害のある子どもたちがスポーツにふれるき

っかけを提供するとともに、若年層の障害者のスポーツ競技人口の増加を目指す。

【事業概要】

①実施主体

県身体障害者福祉協会、障害者スポーツ協会、スポーツ推進委員協議会、

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会、県などで構成する実行委員会

②事業内容（事業の詳細は、今後実行委員会で検討）

・１１月上旬に湖北地域と湖南地域の県内２カ所で開催

．特別支援学校の児童や生徒、その保護者、指導者などを対象として、車い

すバスケットボール、ピームライフル、フライングディスク、風船バレー

などスポーツ体験イベントを実施

.また、関連イベントとして、障害者スポーツのトップアスリートによる特

別支援学校での講演会を行うと同時に、障害児のスポーツ体験の実施につ

いても検討
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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

陸 上 ４５３ ４３０ ２９９ ２９２ ２３８

水泳 ５６ ５１ ６５ ５８ ６４

卓球 ２２１ ２１０ １８０ １７１ １９２

フライングディスク ３６９ ３０７ ２７８ ２２９ １９５

アーチェリー ８２ ７９ ６２ ５４ ４７

ボウリング ８０ ８６ ８７ ８３ ７１

サッカー ６０ ５１ ５３ ５２ ８２

バスケットボール ２８ ２５ ４０ ３８ ６８

ソフトボール ３７ ３８ ４５ ５７ １１９

バレーボール ５３ ４１ ２７ ３６
■■■
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事業が目指す姿

障害のある人もない人も一緒にスポーツを楽しむ。
障害者スポーツの裾野が広がる。
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障害者スポーツ指導員
障害者スポーツ団体

連携・協働
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３．全国障害者スポーツ大会への選手派遣等

経緯

昭和４０年に国体開催地の岐阜県で「第１回全国身体障害者スポーツ大会」

（１）

･昭和４０年に国体開催地の岐阜県で「第１回全国身体障害者スポーツ大会」が

開催。以降、国体開催地で毎年開催。

・平成４年に東京都で「第１回全国知的障害者スポーツ大会」が開催。以降、

各都道府県持ち回り（国体開催地とは別）で毎年開催。（滋賀県での開催な

し）

･平成１３年に上記２つの大会が統合された「第１回全国障害者スポーツ大会」

が宮城県で開催。以降、国体開催地で毎年開催され、平成２５年は東京都で第

１３回大会が開催予定。

（２）開催場所・日程等

開催地：国民体育大会の開催地の都道府県において開催

※滋賀県では昭和５６年に第１７回全国身体障害者スポーツ大会を開催

競技施設：原則として国民体育大会の会場を使用

開催日程：毎年１０月中旬から下旬に３日間で開催

（３）参加者・実施競技

参加者数：選手（身体・知的・精神）：約３，５００人、役員：約２，０００人

競技種目

個人種目：陸上、水泳、卓球、フライングディスク（以上身体・知的）、

アーチェリー（身体）、ボウリング（知的）

団体競技：車椅子バスケットボール、バスケットボール（知的）、グラ
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ンドソフトポール（視覚）、ソフトボール（知的）、プット

ベースボール（知的）、バレーボール（聴覚・知的・精神）、

サッカー（知的）

選手団の派遣について

・開催地への出発日に滋賀県選手団の結団・壮行式を開催。

・全国障害者スポーツ大会中は、大会前日に行われる公式練習から参加。監督

・コーチ・総務スタッフが移動日・練習日を含む６日間の期間中、生活面・

競技面などから選手をサポート。

･帰県時には滋賀県選手団の解団式を開催。

・団体競技については、近畿予選会に出場し優勝すると全国大会の出場権が得

られるため、優勝したチームを全国大会に派遣する。

(４）

【本県の参加者数の推移および成績】
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（５）スポーツ選手の育成

全国障害者スポーツ大会の出場を目指す候補選手を育成するため、

・記録会（４月）、合同練習会（５月）、合同合宿（６月）を実施。

・上記のほか、競技別に全国障害者スポーツ大会まで月２回程度練習会を開

催。

・全国障害者スポーツ大会後も１月・２月・３月に合同練習会を実施。

・練習会には出場選手だけでなく、来年以降に出場が期待される選手も練習に

参加してもらうことで、競技の普及向上に努めている。
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H2５
第１３回東京
(10/12～10/14）

４１ ソフトボール

Ｈ2４ 第１２回 岐阜 2５ 1５ ９ 1０ 3４ １ １９

Ｈ２３ 第１１回山口 2６ ７ ８ ９ 2２ １ 1４

Ｈ２２ 第１０回千葉 2４ 1１ ９ ５ 2５ ５ ２１

Ｈ２１ 第９回新潟 2５ 1３ 1２ ９ 3４ ３ 1８

Ｈ２０ 第８回大分 2５ 2４ ６ ３ 3３ ３ ２１

Ｈ１９ 第７回秋田 ２６ 1２ ６ ９ 2７ ２ ２９

Ｈ１８ 第６回兵庫 3２ ９ 1５ 1９ 4３ １ 2４

Ｈ1７ 第５回岡山 2５ 1５ 1２ ３ 3０ ４ 1９

H1６ 第４回埼玉 2４ 1７ ９ 1０ 3６ ４ ２７

H1５ 第３回静岡 3９ 1５ 1４ ５ 3４ ソフトボール

Ｈ１４ 第２回高知 2６ ２０ 1７ ６ 4３

Ｈ１３ 第１回 宮城 3８ 1７ ７ ５ 2９ サッカー


